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論　　文　　の　　要　　旨
　本研究では生態型を異にするトマト品種を用いて，収量にかかわるいくつかの要因における晶種
間の比較をし，そのうち特に物質生産の基礎としての光合成作用並びに光合成産物の転流における
温度の影響の解明を軸に実験を行ったのが特徴ぞある。すなわち，生態的特性を異にするとされて
いる3種類の晶種群の中から各々代表的と考えられる1品種を選定し，特に中庸な温度域から高温
域にかけての温度反応の差異を研究した。供試晶種は米国系の生食用の大果種に由来し，日本で育
成された’大型瑞光’，北欧型で低温・寡日照下で特性を発揮するとして知られ，英国で育成された中
果の‘マネーメーカー，及び南欧型でイタリァを中心に栽培されている赤色りト果の加工用晶種の‘
ローマ’を用いた。
　（1）温室環境下におけるトマト晶種の生育及び収量
　生長解析法を用いて生態型を異にする晶種の生育及び収量を比較検討した。主枝型の‘大型瑞光’
並びに’マネーメーカーと心止まり型の‘ローマ’の問では各々生育の様相が異なり，適温期では全
乾物重の差は著しくないが，高温期では晶種問に顕著な差が見られた。‘マネーメーカーは高温期の
栽培で他の晶種よりも高い収量を示し，耐暑性が優れている品種と考えられた。低温期には‘ローマ’
は顕著な収量減少を示し温度の影響とともに心止まり型の草型に由来する，相互しゃへいによる個
体内の葉群の受光率の低下の影響も考えられた。乾物の分配は適温期ではどの晶種でも類似した傾
向を示し，葉と果実の問に密接な関係がみられた。高温期および低温期とも，‘大型瑞光’は他の品種
より着果が遅れる傾向が見られた。また，‘マネーメーカーは他の晶種に比べて果実への乾物分配率
一13一
が高く，’ローマ’は逆に果実への乾物分配率が低かった。生長函数は栽培時期によって，また晶種間
で異なり，環境要因の変化に対する晶種の異なる反応が伺われた。しかし，十分な養水分供給を
行った水耕下でホルモン処理による着果促進を行った収量比較実験では，晶種聞の著しい差は見ら
れなかった。
　（2）高温下におけるトマト晶種の生殖生理的反応
　トマト生殖器官の高温障害に関して花柱の異常伸長及び花粉稔性の低下に対する品種間の差を調
べた。’大型瑞光’は高温によって花柱の伸長が顕著に促進され，また花粉の稔性も他の品種より著し
く低下した。‘ローマ’は‘大型瑞光’ほどではなものの，生殖器官の高温に対する異常反応が見られた。
‘マネーメーカーは花柱の伸長並びに花粉の稔性においても他の品種より高い耐温性が見られた。ま
た，極端な高温処理でも‘マネーメーカーの着果及び果実肥大の優越性は明らかであった。トマト
の生育期における高温は見かけ上栄養器官には障害を与えない程度の温度でも生殖器官に影響を与
え，着果及び果実発達に大きな影響を及ぼすことが確認された。
　（3）異なる温度環境下で生育したトマト品種の光合成特性
　光合成能力に及ぼす昼・夜温処理の影響を申心として各種の測定を行った。トマト品種の光合成
能力は昼温処理によって大きく影響を受けた。‘マネーメーカーは全処理区で最も高い光合成能力を
示し，‘ローマ’は最低値を示した。‘マネーメーカーは特に高温処理区で他の晶種より優れた光合成
能力を示し，光合成能力においても高温耐性を有することが明らかになった。反面，‘ローマ’は特に
高温処理によって顕著な光合成能力の低下を示した。’大型瑞光’は適温では‘マネーメーカーと同様
であったが高温には弱い傾向を示した。温度一光合成曲線のかたちは温度の前処理によって影響を
受け，光合成の温度適応がトマトでも存在することが示唆された。トマト品種の光一光合成曲線は
温度曲線の場合と類似した傾向を示し，品種間の反応の差を確認した。夜温の前処理は昼温処理ほ
ど大きな影響はないが，高夜温の前処理では各品種とも昼温処理の場合と同様な反応を示した。温
度処理による蒸散の反応は光合成能力と同様な傾向を示した。
　（達）異なる温度環境下で生育したトマト晶種における光合成産物の転流
　光合成産物の分配パターンは収量と緊密な関係がある。本研究では13Cトレーサー法によって，ト
マト品種の光合成産物の転流に及ぼす昼・夜温の影響を検討した。三3C02同化処理後1時間ではほと
んどの王3Cが葉，特に上位部に多く存在するが，低温処理区を除いては果実へもかなりの転流が見ら
れた。その後，葉と果実で各々大きな減少と増加がみられた。晶種間には明瞭な温度反応の差があ
り，ユ3Cの果実への転流は‘マネーメーカーでは他の晶種より温度の変化に鈍感で，特に高温処理区
で優れた結果を示した。‘ローマ’は一般的に果実への13Cの転流率が低いが，特に高温下で劣ること
が明かであった。‘大型瑞光’は‘マネーメーカーと似た傾向を示したが，高・低温処理区では’マ
ネーメーカーよりも劣っていた。昼温処理は夜聞の転流にも影響を及ぼし，晶種間差が見られた。
本研究での果実への最適転流温度は昼温25℃区，夜温22．5℃区であった。
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審　　査　　の　　要　　旨
　トマト晶種においては形態による分類，利用目的による分類，遺伝生態的分類など，種々の観点
からの類型化が試みられている。また，現在までトマト晶種の生育。収量並びに生理的特性に関す
る研究は数多く報告されている。本研究ではトマト晶種の生態型という観点からみた品種間の生理
的特性一とくに高温域における反応の差に注目したところに独創性がみられる。
　研究の結果から，生態型を異にするトマト晶種間には生育及び収量に対する温度反応の差が存在
し、それは温度環境に対する重要な生理的要因の反応，とくに生殖生理的反応，光合成特性および
転流に対する反応などを明らかにしている。これらの知見はわが国における施設園芸における夏季
の栽培並びに熱帯ラ亜熱帯における農業技術の基礎資料に新しい観点を与え，その意義は極めて大
きいものがある。
　とくに，北欧系の‘マネーメーカーが温度変化に対して鈍感で，高温下でも光合成能力が高く，
同化産物の果実への転流及び着果が優れ，生殖器官への影響の少ないことが確認されたことは，今
後耐暑性トマト育成の素材として注目すべき晶種であることを明らかにした点で注目すべきものが
ある。
　よって，著者は農学博士の学位を受けるに充分な資格を有するものと認めた。
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